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図 1: BaTiO3の Ti K 吸収スペクト
ル。挿入は吸収端構造の拡大図。
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図 2: BaTiO3 の共鳴ラマンスペクト
ルの励起方位依存性。

　　強誘電体BaTiO3の共鳴X線ラマン散乱（RXRS）

を測定した。励起はTi K吸収端（Ti 1s → 4p）で行い、

Ti Kα 蛍光（Ti 2p → 1s）付近のエネルギーの散乱光

を測定した。サンプルは、シングルドメインの単結晶の

(100)面を用いていおり、c軸方向に自発分極を持ってい

る。測定は、高エ研ＰＦのビームライン BL-7c及び 15b

に、X線発光分光器 ESCARGOTを設置して測定した。

　　図 1は、蛍光収量法で測定したBaTiO3のTi K吸

収スペクトルである。励起光の電場方向が自発分極に平

行な場合（E//c）と垂直な場合（E//b）を示している。

およそ 4978 eV以上の大きな構造がメインの吸収であり、

Ti 1s → 4p吸収に相当する。吸収端の弱い構造は、Ti 3d

への双極子遷移と四重極子遷移の重なりであると考えら

れる [1]。これらの吸収スペクトルには、励起方向による

大きな違いが観測されている [2]。

　　図 2は、図 1の矢印で示された励起エネルギーで励

起したラマン散乱である。低エネルギー側の４本のピー

クは、Ti 3dの構造を反映していると考えられる [3]。高

エネルギーの２本のピークは、Ti Kα 蛍光に繋がるもの

で、4pによる構造であると考えられる。Sで示される構

造は、エネルギー的にはTi L吸収で観測される電荷移動

サテライトに一致するが、確かなアサインメントは出来

ていない。これらのスペクトルは、励起方向によってTi

3dの eg 軌道の強度が変化している [3]。eg 軌道は、酸素

イオンの方向、つまり強誘電相転移のイオン変位の方向

に一致している。この結果は、かつてCohenによって指

摘されたBaTiO3の共有結合性 [4]を顕著に示す結果であ

る。講演では、BL2cで測定した、軟X線発光の結果と会わせて報告する。
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